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ドラマ作りの専門家ではない私たちでも，台本や絵コンテを作るように豊かな表現力を
持てるようになることを目標に本研究を行なっております ．具体的には，絵コンテ
を制作するのに必要な情報の理解と管理のための支援と，絵コンテを作成する「技術的」
な支援の実現を通して，表現のプロフェッショナルたちが用いている「ことば」にはあら
わされていない様々な「空間情報」を表現することを目標としています．
シナリオ作成では空間の認識力，空間の表現力が重要な能力となっています．シナリオ

を書く行為と絵コンテを描く行為を同時並行的に行なうことで，空間認識力と空間表現力
を同時に拡張し，私たちにもわかる形に空間情報を二次元に「視覚化」することが本シス
テム「 （ （象形文字） （装置）から作った造語）」の大
きな特徴となります．

は下の図にあるように大きく３つの段階に分かれてシナリオと絵コンテを
制作します．第一段階：シナリオで使用する登場人物，大道具，小道具を登録し，シナリ
オ作成に必要な情報の整理をおこないます．第二段階：内蔵したテキストエディタでセリ
フや，ト書きを入力します．シナリオではむやみに登場人物を増やすことはできません．
あらかじめ第一段階で考えた登場人物・大道具・小道具のなかで構成を考える必要があ
ります．第三段階：シナリオで伝えきれない部分を絵にします．シナリオ作成では空間の
認識力，空間の表現力を高めることを目的に容易な グラフィックスインタフェースを
使った の絵コンテ作成機能を持っています．これにより，絵コンテのカメラアングル
（視点）の変更が何度でも試行錯誤できるようになりました．

今まで感性とセンスに頼っていた絵コンテの制作において，このシステムを用いるこ
とで，絵コンテを分析したり，引用することが可能になります．また，シナリオ，カメラ
ワークなど，異なった得意分野を持つ人々との共同制作が容易になります．
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